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自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南端に位置する．面積は45.3ha

で，三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高

50～150mで・ある．

林相は，ヤマザクラ Prunrsdonarium，コナラ Quercusserra臼やミズキ Camus

controversaなどからなる二次林がほとんどで，一部，タブノキ Pers倒的unbergiiの

多い二次林，モウソウチク Ph川OS旬chyspubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecyparisbotusaの植林もある．自然観察センタ一周辺に

は，ヤマモモ Myricarubra，スダジイ Shiぬ sieboldii，シャリンパイ Rhaphio/epis

umbellataや， トウネズミモチLigustrumlucidumなどの植栽がある．草地は，ス

スキ Miscanthussinensisやセイタカアワダチソウ Solidagoaltiss財団などの高茎

草本の草原と，踏圧によって裸地化しつつあるイネ科G悶mineae草本の低茎草本

の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川｜の支流で、あるいたち川の源流部と，湿地，

谷をせき止めて作った池がある． （文責：藤田 薫）
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横浜自然観察の森における種組成的研究
一群落分類と序列化ー

小嶋紀行 1・安藤真理子2・中島亜利 2・酒井絢也2

lまじめに ．

都市近郊に残存する緑地は，都市域における生物のレフュージアとして重要な役割を果

たしている Lかし近年は開発による森林の減少が激しいため，その現状把握と保全方

法の確立が強く求められている．

これまでに，このような都市近郊に残存する緑地については，種組成（浜端 1980），種多

様性引 ida＆~akash i zuka 1995），種子供給（井手 1994；大久保 1994），植生動態（前迫 2000).

種数一面積関係（石田ら 2002）など，様々な研究が行われてきた．また，環境省自然保護局

が実施した「日本の里地・里山の調査・分析」では，植物 ROB種の集中地域の 55協が里地里

山に分布していると報告されている（環境省自然環境局ホームページより）．

このような報告にも関わらず．円海山緑地の南端に位置する横浜自然観察の森では，横

浜市陸域の生物相・生態系調査報告書（横浜市 1991)で，わずかにフ口うとファウナの調査

が行われているに過ぎず，緑地保全のための基礎的研究が十分に行われていない• .I

そこで本研究では，横浜自然観察の森において植生単位と遷移系列を明らかにし円海

山地区の景観保全と種多様性保全のための基本情報を提供する事を目的とした．

調査地・調査方法

2004年の 2月から 9月にかけて，横浜自然観察の森で植物社会学的方法

(Braun-BI anquet1964）による植生調査を行い， 190の植生調査資料を得た．調査区の大き

ざは，草地で0.25～4rri，低木林で 4～100rri，高木林で 100～400m2を基本とした．得ら

れた資料は日 lenberg(1956）と Muileト Domboisand El I lenberg(1974）の表操作法に従い，

組成表を作成して群落区分を行った．、また，同じ資料を用いて， DCA法（HiII 1979; Hi II 

&Gauch 1980）により序列化を行った．さらに，序列化によって得られた調査スタンドのス

コアと，群落構造との関係を検討した．

1横浜国立大学大学院環境情報学府環境生命学専攻 植生学研究室

2東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科 森林生態学研究室
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結果

1)植生単位

野外調査の結果，以下の 5群集20群落が識別された．

［常緑広葉樹林］ ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，イロハモミジー

ケヤキ群集

［夏緑広葉樹二次林］ アカメガシワーミズキ群落，ネムノキータヌギ群落，ヤツデーカラス

ザンショウ群落，オニシバリーコナラ群集

［つる・低木林］ クズーカナムグラ群落，クララ群落，ヌルデーヤマグワ群落，ハコネウ

ツギ群落．コクサギ群落，コアカソ群落，タマアジサイ群落

［二次草原］ カゼクサーオオバコ群集，クサイーオオバコ群落，オニウシ〆ケグサ群落，

ミズヒキ群落，メドハギ群落，チガヤーキンミズヒキ群落

［水辺草本植物群落］ ヨゴレネコノメ群落，オランダガラシ群落，力ワラスガナ群落

［岩隙草本植物群落］ ケイワタバコ群落．ホウライシダ群落

2) DGA法による植生単位の序列化

常緑広葉樹林，夏緑広葉樹二次林，つる・低木林，二次草原の調査区の資料を用いて DGA

による解析を行った結果，多くの群落が1軸と平行に記列した（図 1). しかしクズーカ

ナムグラ群落は2軸のスコアの高い領域に，ハコネウツギ群落は2軸のスコアの低い領

域に，他の群落から大きく離れて展開していた．

常緑広葉樹林の3群落とオニシバリーコナラ群集とヤツデーカラスザンショウ群落は，種

組成の類似性が高かった．また，アカメガシワ・ミズキ群落とネムノキークヌギ群落は，

．つる・低木林と種組成の類似性が高かった．

ーさらに， DGA法によって得られた調査区のスコアと，群落構造との関係を検討した結果，

1軸のスコアと最大植生高 （r= -0. 66），最大胸高直径（r= -0. 51)，階層数 U=-0.72),

出現種数（r= -0. 56）との聞に有意な相関（Pく0.05, F-test）が得られた．

考察

種組成と構造の変化から，観察の森とその周辺地域では図 2のような二次選移系列が考

えられた．

一般に，最大植生高，最大胸高直径 階層数，出現種数は遷移が進むにつれて増加する’

ため， 1軸のスコアの高い領域から低い領域へ，［二次草原→つる・低木林→夏緑広葉樹二

次林→常緑広葉樹林］の順に遷移が進むと考えられた．

夏緑広葉樹二次林では，常緑広葉樹林と類似度の高いオニシバリーコナラ群集とヤツデー

カラスザンショウ群落は，比較的遷移の進んだ段階にある群落であり，一方でつる・低木林

と種組成の類似度が高いアカメガシワーミズキ群落とネムノキークヌギ群落は，遷移の初期
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段階にある群落だと考えられた．

また，群落区分種から， hオニシパリーコナラ群集は主にヤブコウジースダジイ群集へ，ヤ

ツデーカラスザンショウ群落は主にイノデータブノキ群集へ遷移すると考えられた．

謝辞

本研究に際して，東京農業大学森林生態学研究室の中村幸人先生，武生雅明先生には，貴

重な御助言，御校聞を頂いた．また，横浜自然観察の森のレンジャーの方々には，多大な

ご協力を頂いた．野外調査では，森林生態学研究室の川瀬悟さん，横山竜大さんの惜しみ

ないご協力を頂いた．各位に心から深謝する．

要約

横浜自然観察の森において植生調査を行い， 5群集. 20群落が識別された．調査スタンド

を DCA法によって序列化した結果， 1軸のスコアの低い領域から高い領域へ向かつて．常

緑広葉樹林，落葉広葉樹二次林，つる・低木林，二次草原の順に配列した.＇DCAによって得

られた調査スタンドのスコアと群落構造との相聞から，二次草原， つる・低木林． 夏緑広葉

樹二次林，常緑広葉樹林の順に， 1軸のスコアの高い領域から低い領域へ遷移が進んでい

ると考えられた．さらに，植生単位問で種組成と立地環境との関係を検討した結果，オニ

．シパリーコナラ群集はヤブコウジースタジイ群集ヘヤツデーカラスザンショウ群落はヤブコ

ウジースダジイ群集とイノデータブノキ群集へ遷移が進むと考えられた．
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図2.倹浜自然観療の森におけるこ次遷移系列の模式図．

表1. 常緑広葉樹林の総合常在度~
A：ヤブコウジースダジイ群集
B：イノデ・タブノキ群集
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表2.落葉広葉樹二次林の総合常在度表
A：アカメガシワーミズキ群落
B：ネムノキークヌギ群落

群落区分
調査区数
群落区分種

ミズキ
アカメガシワ
カラスウリ
トウネズミモチ

ツユクサ
イヌワラビ

群落区分種
クヌギ
オヤブジラミ

ヤエムグラ
ネムノキ

群落区分種
カラスザンショウ
タブノキ
ヤツデ

群集線徴種および区分種
イヌツゲ
ウグイスカグラ
イヌガヤ
スダジイ
ヤブコウジ
イタピカズラ
ヒイラギ
ヤマイタチシダ
ヱンコウカヱデ
シラキ
カントウカンアオイ

ツクパネウツギ
ヤマツツジ
シロヨメナ

ケスゲ
カシワパハグマ
コウヤボウキ
ムラサキシキブ
ヤマユリ

フジ
ヤマテリハノイバラ
マルパウツギ
ヒカゲスゲ
マルパアオダモ
ノガリヤス

カマツカ ・
ミヤマナルコユリ
クロモジ
ネズミモチ
サンショウ

ヤマコウパシ
カヤ
シラカシ
ヤブニッケイ
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

林の構成樹種と構造（ 3) 

藤田 薫1・篠原由紀子2

はじめに

生物多様性の保全のために，横浜自然観察の森では， 2002年度より，ゾー乙ング，管

理計画等の保全計画を，市民と共に作成中である（藤田 2001.. 2002）.計画が実施段階

となり，管理の手が入るようになった後には，計画の効果，影響をモニタリングする必

要がある．そこで， 2002年度より，林の変化をモニタリングするために，林の構造と

構成種の現状調査を行っている 2002年度には遷移ゾーンで、 2003年度には主に今後

管理される予定の地区で調査を行った（藤田・篠原 2002.2003）。2004年度には、林縁

として管理するゾーンを中心に、管理前の現状調査を行ったので報告する．

調査方法

2004年 11月下旬，圏内の，林縁として管理するゾーン（藤田 2002）の，林縁とし

て実験的に維持管理する予定の樹林2ヶ所（ウグイスの草地西側・東側）で， 10m×20

mの範囲内！こ生えている， 2m 以上の、高木になる樹種の樹高を記録した （図 1) . 

調査結果

1 . 種数と密度

10m×20mの範囲内の高木の種数と本数は， 遷移ゾーン，雑木林管理ゾーン （藤田、

篠原2002.2003）に比べ， 最も少なかった（表 1) . 

表 1.種数と密度．

10m×20mの範囲内にある高木になる樹種の2m以上の木の数．

調査地点

ウグイスの広場西側

ウグイスの広場東側

蹴一

3

4

柑一

4

市

2. 樹高

調査地の高木になる樹種は全て2-4mで、高い木はなかった（図2). 

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森

2 横浜自然観察の森友の会 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
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3. 次世代木

現在中程度の高さの木， 2山 4mの木などが，今後林の樹冠を成していく木になるた

め，調査地点ごとに，これらの樹種を検討した（付表）．

くウグイスの草地西側＞

10年ほど前まで，草本，低木が管理されており，その後低木が成長している地点．

寓木になる樹種は少なく 、現在、ノイバラ、ウツギなどが繁茂している。

樹林地にするためには、これらの繁茂している種を除伐しないと、高木の発芽、成長は

難しいと思われる。しかし、林縁環境としては、現在は機能していると思われる。

くウグイスの草地東側＞

西側と同様、10年ほど前まで、草本、低木が管理されていた。現在は、 4m程度の

キブシ、ヒメコウゾ、 2m以上のハコネウツギ、ウツギ、 2 m以下のヌルデが多い。西

側よりも低木の樹種が多く、林縁環境としては機能していると思われるが、低木の樹高

が高いため、間伐することで、再び発芽、成長が促進されると思われる。

引用文献

藤田 薫 2001，保全計画作成 l，横浜自然観察の森調査報告7: 3-5. 

藤田 薫 2002，保全計画作成｜｜ー市民と考えるゾーニング計画の試みー，横浜自然観

察の森調査報告8: 27-34. 

藤田薫・篠原由紀子 2002，林の構成樹種と構造， 横浜自然観察の森調査報告8:18-25. 

藤田薫・篠原由紀子 2003，林の構成樹種と構造（2），横浜自然観察の森調査報告9: 13-19. 

図1.林の構成樹種調査地点

1 0 



訴

# 

主張

ロ落葉

10 I.常緑

5 

。
2-

ロ落葉
国常緑10 ' 

# 5 

。
2-

ウグイスの草地

4- 6- 8- 10- 12- 14- 16- 18-
樹高 m

ウグイスの草地

4- 6- 8- 10- 12- 14- 16- 18-
樹高 m

図2. 各調査地における樹高別にみた樹木の本数
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付表：林の構成樹種と樹高・本数（2004.11) 

ウグイスの草地西側

種名 常緑or落葉 2m- 4m- 6m- Sm-

一1 ムクノキ 落葉

2 ヤマグワ 落葉 2 

小計 2 。。
3 トウネズミモヲ 常緑

小計 。。。

ウグイスの草地東側

種名 常緑or落葉 2m- 4m- 6m- Sm-

ヌルデ 落葉 3 

2 ムクノキ 落葉

3 ヤマグワ 落葉 5 

小計 9 。。。
4 トウネズミモヲ 常緑 6 

小計 6 。。。

1 2 



横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

横浜自然観察の森に生育する益事苔類

河済英子1

始めに

横浜自然観察の森では，観察路・水路・林内に生育する多分野の生物種について踏査がなされ， リ

ストが作成されている．種子植物についは，管理ゾーン別の生育の有無，管理の景5響，開花結実状

況など詳細に記録されているが，蘇苔類（コケ植物）に関する調査報告は現在までに一例もない．横

浜自然観察の森を含む円海山総也で採集された蘇苔類の記録は蘇類33種苔類14手重がある（生出，

1991・2003). しかし．艶丘の知見から多数の未記録干重が予想されると同時に，当地域内の開発によ

る生育環境の消失も続いている今後も保全・管理される横浜自然観察の森が有する現在の蘇苔類

相を明らかにし記録に留めておくことは重要と考え調査を行ったのでその結果を報告する．

調査地と調査方法

2003年10月から2004年5月まで10回にわたり，横浜自然観察の森の観察路を中心！こ，いたち

川の水路周辺やカシの森保護区内の通路など全域を踏査し蘇類・苔類の採集を1～3ヶ所で行った．

この探鍋票本によって同定し以下のリストを作成し，目視したものも含めてマップ！こ表記した．標

本は1種に付き1点の資料番号をあげた杭採集した標本は全て「神奈川県立生命の星・地球博物館j

の収蔵庫に登録保管してある

結果と考察

生育種数は．辞類22科53属86種，苔類16科18属28極計114種である．ツノゴケ類は調査

地内には 1種も発見できなかった県内低地の調査済み地区と比較するとこの種数は川崎市全域

(119 fl)に匹敵する．横浜市初記録は39種，神奈川県初記録は12種を確認した．

調査地l玄白いたち川の滅荒の谷間，日当りの良い平坦な草地スギ植林と二次林に固まれた斜面

から尾根の凡そ3つ大別され，それぞれの環境に対応した特徴ある種がみられる．

；涜結Hでは，谷底に生えるミズキ・ヤマグワ等に樹皮着生苔種が数種見られる杭量は極めて少

ない．一方，湧水沿いの湿潤な岩崖は，水際から湿った腐植土のかかる上部まで多様な微環境がそ

ろっており，ホウオウゴケ科・センボンゴケ科・チョウチンゴケ科？ヤナギゴケ科・アオギヌゴケ科・

ウロコゴゲ科・葉状の苔類が豊富に見られる．中でも貝化石を含んだ崖地には房総半島と共通する

好石灰性の特異な手重が目立つ．全出現種の約 60協はここに生育し，最もコケのにぎわうスペースと

なっている

閉じ向陽な草地ではある民やや乾燥した観察路沿いと湿性の草原は際立った対照を成している．

観察路沿いでは，路面にギンゴケ・ネジクチゴケ，植栽樹の幹にコモチイトゴケ・ヤマ トヨウジョウ

ゴケなど市桂詳也の都市公園と同様の種が見られるのに対し湿地は県内でも稀な山地性のタマゴケ

科・ハリガネゴケ科が繁茂する．また畑地には，耕作地に特有な期犬苔類（ウキゴケ科・ツノゴケ科

など）は全く見られない．

1平岡環境科学研究所横浜市南区大岡2丁目 7-1 -503 
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半日陰の斜面は，やや乾燥した母岩と腐植土が基物となり，源流部についで多様な種が生育する．

スギゴケ科・微小なホウオウゴケ科・センボンゴケ科・ハイゴケ科・ツボミゴケ科・スジゴケ科等が観

察路に沿い見られ，落ち葉の積もる林床には少ない． 谷の下部ほど種数・着生霊とも多く，斜面上部

から尾根道には限られた種の群落が繰り返し現れる．

以下の種は，県内山地では翫重だ杭周辺の母岩には全く着生を見ない種であり．造成時に石材

に伴ない当地に移入した可制空も考えられる． トサカホウオウゴケ・ガーベルホウオウゴケ・チヂミ

バコブゴケ・ナガエタチヒラゴケ・アオシノブゴケ．また熱帯魚用水草ミズキャラハゴケは投棄され

たものが残存したらしい．

各種の現在までの知見については，河清（2005）に詳しく記述した．

誠事

千葉中央博物館の古木達郎博士，服部植物研究所の鈴木直氏日本驚苔類学会員の木口博史氏

には一部の種の同定確認及び各分野の貴重な情報を提供していただいた．平岡環境科学研究所の平

岡照代氏には全般にわたり丁寧な助言を賜ったここに厚くお礼申し上げる．

文献

岩月善之助編， 1991. 日本の野生植物ーコケ， 35.7pp.+ 192p Is.，平凡社，東京．

I watsuk i. Z. . 2004. New cata I og of the rrosses of Japan, Journ. Hattori Bot. Lab.，但6):1 

ー182".

生出智哉， 1991.蘇苔・地衣・菌類．横浜市公害対策局環境管理室編，横浜市陸域の生物相・生態

系調査報告書.pp. 96-136，横浜市公害対策局環境管理室，横浜．

生出智哉， 2003.横浜のコケ植物．横浜植物会編，横浜の植物， pp.54-72.横浜植物会，横浜．

河湾英子.2005.横浜市円海山総也の蘇苔類．神奈川自然誌資料， 26:21ー29.

蘇苔類リスト

これまでの報告に記録のない種類については，ム印・横浜市初記録極※印 ・神奈川県初記鋳重

を付記した．科の配列 ・所属の科 ・苔類の学名と和名は岩月α001）に．蘇類の学名と和名は

I watsuk i (2004) Iこ従った．

繍
｜スギゴケ科 Pol内記hacead

ム l. ヒメタチゴケ A釦泊四 I伽 l:ophyllum伽叫lHal)Paris KPM-NB1005004 

2. ヒメスギゴケ R写vna加mnee.曲・伽叫LHal) Dozy KPM-NB1005011 

｜ホウオウゴ舛ヰ 日間dentace材

※ 3a.スナジホウオウゴケ f詠幻denshり切desHedw.v訂.esq山。品・むher)Z. Iwats. ＆τ'ad Suzuki 

KPM-NB1005013 

ム 3b.ツクシホウオウゴケ .FYss1densbzyo1ぜ'8sHedw.v町 .la胞ralis侶叩出.）Z. Iwaぉ．＆百dSuZt止i

KPM-NB1005017 

3c.ホソベリホウオウゴケ JiYsSJぜenshη但desHedw. var. rai刀何-issimus官ier. KPM-NB1005020 

ム 4.サクラジマホウオウゴケ 見：SJぜ・ensα却 ulusBrid KPM-NB1005023 
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※ 5.イワマホウオウゴケ Fissiぜ＇eDSCぽ va如＇SHomsch. KPM-NB1005026 

6. トサカホウオウゴケ Fissiaensdubius P. Beauv. KPM-NB1005030 

ふ 7.ガーベルホウオウゴケ地siaensgaI1命的陥批. KPM-NB1005033 

8.ナガサキホウオウゴケ FissiaensgemimflorusDo勾r& Molle. KPM-NB1005037 

ム 9.サツマホウオウゴケ FissJ"denshyalinusHook.& WiおoninHook KPM-NB1005041 

ム10.ジングヴホウオウゴケ 王 加 伽slinearis Brid v低 ol町 四-ete包ro血.& Paris) I. G. S加ne

KPM-NB1005043 

ム11.ユウレイホウオウゴケ互協zaenspro.釦111emaecolaSakuraiKPM-NB1005047 

※12.イポホウオウゴケ Fissiaensserra釦・sM叫lHal KPM-NB1005050 

13.キャラボクゴケ Fissi"dens臼沼泡h"usHedw. KPM-NB1005051 

14.コホウオウゴケ Fissiaens白ysmannianusDozy & Molle. KPM-NB1005055 

..0.15.チャボホウオウゴケ Fissidens伽 'ElensisBro出． KPM’NB1005058 

｜エピゴケ科 Bryo勾凶cead

16.エピゴケ Bzyぽ iphiumnOIVegicum侶:rid）阻此subsp.ノ申四'lcum侶ぼ吉区）A love & D. love 

KPM-NB1005侃5

｜キヌシッポゴ州 Seligeriacead

ム17.コシッポゴケ Elin必ノヨpomcaBro血．KPM-NB1005067 

｜シッポゴケ科 Dicranacead

18.ススキゴケ Dicranellahe白romalla(Hedw) Sci血np. KPM-NB1005082 

19.チヂミJfコブゴケ Onαph.orusα却必lius価低）Lindb. KPM-NB1005偲8

20.ユミダイゴケ 'IJ:em純 donlongi.切＆Michx. KPM-NB1005089 

｜シラガゴ州加cobryacead

21.ホソパオキナゴケ Leucobryumノロmperwaeum侶；rid)M叫lHal KPM-NB1005093 

｜センボ、ンゴ州 Po陶 cead

ム22. トウヨウネジクチゴケ Barbulainchca但ook.)Spreng. 即 M・NB1005100

※23.セイタカネジクチゴケ Barbula戸vamcaD伺 r& Molle KPM-NB1005103 

※24.ケネジクチゴケ Barbulasulx刀rnosaBro血 KPM-NB1005106 

25.ネジクチゴケ Barbulaungwcula抱Hedw. KPM-NB1005113 

26.ダンダンゴケ Eucladiumverticilla如m白：rid)Bruch & Schimp. in Bruch et al 絶球危慎I類

KPM-NB1005120 

※27.オオハナシゴケ Gymnosb.フrnumaeruginosum Sm. KPM-NB1005124 

2$.ハマキゴケ耳yophiJapropagu滋 raBro血 KPM-NB1005129

ム29.コネジレゴゲ 'Ibrtellaノ中omca侶esch)Bro血 inEngler & Prantl KPM-NB1005135 

※30. ムツコネジレゴケ 批 h白血mumpla卵勾，rJJum侶;roth. 阻 Iisiba)P. C. Chen 

KPM-NB1005140 

31.ツチノウエノコゴケ Weissmcon的 versaHedw. KPM-NB1005147 

※32.ツチノウエノカタゴケ Weis.5'.laplan必haDixon KPM-NB1005153 

｜ギボウシゴ州 Grimmiacead

※33.ヤマトハクチョウゴケ Cai叩〆m雌山η brachy切 pum(Nog.) Z. Iwa俗.，百teishi& Tad 
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SuZl虫i準絶滅危慎KPM-NB1005160

｜ヒナノハイゴケ科 Erpodiacea~

34.サヤゴケ Glyphomitrium humiJJimum CMitt.) Cardot KPM-NB1005189 

｜オオツボゴ州十 Splachnacead

35.フガゴケ Gymn信仰mi凶'alonginen骨Bro血絢戚危慎I類KPM-NBI005195

｜ハリガネゴケ科 B可acead

36.ホソウリゴケ Brachyi刀eniumeXile①ozy & Molle) B部 ch& Sande Lac. KPM-NB1005201 

37.ギンゴケ Eり匂margenteum Hedw. KPM-NB1005204 

ム38.ホソハリガネゴケ品戸mcae.甲必とiumHedw. KPM-NB1005206 

39.オンセンゴケ昂戸mcellulare Hook. in Schwagr. KPM-NBI005209. 

ム4o.オオハリガネゴケ盈戸Jmpseudo.加；que的m但ed~.） Gaertn. KPM-NBI005213 

41.ケヘチマゴケ Pohlia血xuosaHook..KPM~NB1005217 

42.ハリガネゴケ及'JSulab1戸m capillmち但edw.)J. R. Spen印 KPM-NBI005222

｜チョウチンゴケ科 Mniacead
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

神奈川県内の止水域におけるタコノアシの生育特性

小 山 内 朝 香1

目的

タコノアシ（Penthorumchi nense) ・は、低地の泥湿地や河川敷、湖岸などに生育する湿

性植物であり、我が国のレッドデータブック植物 I（維管束植物） （環境庁編2000）では絶

滅危倶第E類に分類されている。本研究ではタコノアシの生育地の環境特性と、生理生態

的特性を解明することを目的とした。

方法

本研究では、生育地の環境特性として水位変動に着目した。水位変動による撹乱の程度

が異なる柏尾川金井遊水地と横浜自然観察の森内のトンボ池を調査地として選定した。各

調査地に 1m四方のコドラートを設置し、コドラー ト内のタコノアシ 10個体をランダム

にサンプリングし、体サイズ（基部径、草丈、葉数）を測定した。コドラート内の植物群

落を調査した。タコノアシの冠部と地表部の相対光量子密度を測定した。調査期間は 2003

年 5～9月から 2004年5～9月とし、毎月 1回行った。各調査地におけるタコノアシの生育

状態と植物群落を比較し、本種の生育状態と、生育地の水位変動との関係を解明する。

結果と考察

1 ）タコノアシの生育地の環境特性

水位変動による撹乱の程度が異なる 2力所の生育地において、タコノアシの生育状態

を調査した。

aその結果、個体の成長量と種子生産量は、撹舌Lの影響が大きい柏尾川金井遊水地のほ

うが、撹乱の影響が小さい横浜自然観察の森よりも高かった。

タコノアシの冠部の相対光量子密度の年平均値は、柏尾川金井遊水地が 50.1%である

のに対して、横浜自然観察の森は 37.9%と低い値を示したことから、横浜自然観察の森

では、タコノアシは競合種によって被陰されていることがわかる （図 1）。 チガヤの常在

度と被度が、横浜自然観察の森では高く、地表部の相対光量子密度の年平均値は 12.8% 

と低いため、新たな種の進入が起こりにくい。 2003年の総出現種数は 15種で 2003年の

総出現種数は 14種である。出現種数は年聞を通じて大きな変動はない。2003年と 2004

年に共通して出現した種の割合は 82.7%であり、多年生植物が出現種数に占める割合が

高いことから植生は主として多年生植物の栄養繁殖によって成立していると考えられる

（図 2）。降雨によって水位が変動するが撹乱が小さく植生が変化しにくい環境である。

1東京農工大学大学院
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柏尾川金井遊水地の出現種の優占度は、タコノアシ、ヒメガマ、ミゾソパの順に高い。

2004年の柏尾川金井遊水地の総出現種数は、2003年が25種、2004年が20種である。2003

年 6月に台風による増水で撹乱が生じ、調査区内の植被率と植物高が低下し、地表部の

相対光量子密度が上昇した。そこへ新たに種が進入し出現種数が増加した（図3）。柏尾

川金井遊水地のでは 2003年と 2004年に共通して出現した種の割合は 35.5%であること

から、撹乱による埋土種子集団からの発芽や増水によって土砂とともに流入した種子か

らの新たな種の進入が高い確率で起こっていると考えられる。タコノアシの冠部の平均

相対光量子密度は50.1%であり、地表部の相対光量子密度の平均値は17.4%である。地

表部の測定値は水位変動時の撹乱や、競合種の季節消長によって 10～30%の区間で変動

している（図 1）。

水位変動による撹乱の程度が異なる 2力所の生育地におけるタコノアシの生育状態の

違いは、水位変動による撹乱がもたらす植生や光環境の変化によるものであると考えら

れる。

謝辞

本研究を行うにあたり、横浜自然観察の森の藤田様、職員の皆様方に大変お世話になり

ました。篤〈御礼申し上げます。ありがとうございました。

要約

水位変動による撹乱の程度が異なる2力所の生育地におけるタコノアシの生育状態の違

いは、水位変動による撹乱がもたらす植生や光環境の変化によるものであることが分かっ

た。タコノアシは水位変動に伴う植生破壊や、水位低下による裸地の出現などの撹乱に適

応して生育する撹乱依存種であることがわかる。水位変動による撹乱の少ない横浜自然観

察の森では、植生が安定することによって、多種との競合関係に負けて被陰される傾向に

あった。水位変動による撹乱は、直接的にはタコノアシの成長を抑制する作用を持つ。し

かし、生育場所の光環境の改善や、実生のセーフサイトの形成などの効果をもたらすこと

から、個体群を維持していく上で重要な環境要因であると考えられる。タコノアシはこの

ような水位変動に伴う撹乱によって環境が変動する場所において、衰退と繁栄のサイクル

をたどりながら生育していると考えられる。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

林管理のチョウ類および鳥類への影響

－管理前の現況調査一

藤田薫1

はじめに

横浜自然観察の森では， 2002年度より，生物多様性の保全のためのゾーニンク＼管理

計画等の保全計画を，市民と共に作成中である（藤田 2001,2002) .計画が実施段階とな

り，管理の手が入るようになった後には，計画の効果， 影響をモニタリングする必要が

ある．そこで，管理予定地および対照区となる遷移ゾーンにおいて、チョウ類および鳥

類の現況調査を行った。この調査をもとに、将来は、林を管理することによる、チョウ

類および鳥類への影響・効果をモニタリングすることができる。また、市民ボランティ

アがモニタリングできる調査手法を探ることも、当調査の目的とした。

調査方法

チョウ類調査は2004年7月18日、 21日、 8月22日、 24日に、 鳥類の調査は

2005年2月20日、 27日におこなった。調査地は、コナラの林、タンポポの道、

生態圏、ヘイケボタルの湿地周辺の管理予定地および対照区に （表 1）、チョウ類

は9コース（図 1）、鳥類調査は7コース（図2）の調査コースを設置した。 こ

のうち、コすラの道AとBのコースは遷移させるゾーン、クヌギの林コースは管

理している雑木林の対照区として調査を行った。

雑木林管理ゾーン（藤田 2002）にある管理予定地を通るコースを時速2kmで歩

きながら、道の両側で確認したチョウ類および鳥類の種類と個体数を記録した。

1日に閉じコースを2回歩き、集計にあたっては、その日出現したそれぞれの種

について、 2回のうち、多い個体数が観察できたデータを採用した。同一コース

の個体数のモニタリングを今後行う際には、個体数実数のみで比較は可能だが、

他のコースとの比較を行うため、今回は、 1kmあたりの個体数も求めた。

チョウ類は夏の晴れた日の正午から 1時間の聞に、 道の片側 5mずつ、両側 10

mの範囲内！こ出現した個体について記録した。調査中歩きながらでは同定で

きなかった個体の多い分類群については「シジミチョウ科」「ジャノメチョウ科」

「セセリチョウ科」「タテハチョウ科Jに区分して集計した。それぞれの区分の中

で同定できた種は以下の通り。

シジミチョウ科：ウラギンシジミ、ツバメシジミ、ベニシジミ、ムラサ

キシジミ、ヤマトシジミ、ルリシジミ、

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室 干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
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ジャノメチョウ科：サトキマダラヒカゲ、ヒメウラナミジャノメ、ヒカ

ゲチョウ、ヒメジャノメ

セセリチョウ科：ダイミョウセセリ、チャバネセセリ

タテハチョウ科 ：コミスジ、イチモンジチョウ、ツマグロヒョウモン

鳥類は冬の朝に、道の片側50mずつ、両側100mの範囲内で、姿か声を確認し

た場合に記録した。アカハラかシロハラかツク、ミか、声だけでは種が確認ができ

なかった場合には、「ツグミ sp.」として記録した。同一コースをそれぞれ2日間

調査したため、集計にあたっては、 2日間の平均値を求めた。また、集計にあた

っては、日別の個対数と種数、 1kmあたりの個体数、種数、多様度

(Shannon-Wiener’s Hs）を求めた。

表1..各調査の調査コース

調査コース 長さm 環境 チョウ類調査 鳥類調査

生態園 62.0二次林・常緑樹林 。 。
モンキチョウ広場 87.5草地 。
へイケボタルの湿地 201.0二次林・湿地 。 。
サクラ林 196.5二次林・常緑樹林 。 。
炭小屋 349.0二次林・草地 。 。
アキアカネの丘 76.0草地 。
クヌギの林 125.0管理した二次林 。 。
コナラの道A 500.0二次林 。 。
コナラの道B 221. 5二次林 。 。

調査結果および考察

1 .チョウ類

林縁に多く見られるアゲ、ハチョウ科の種数が最も多く確認できたのは、コナラ

の道Aコースの7月で3種であった（表2、3）。 また、 1kmあたりの個体数は

モンキチョウの広場コースが最も多かった （表3）。

暗い場所を好み、幼虫がイネ科を食草とするジャノメチョウ科は、 1kmあたり

の個体数を見ると、8月のクヌギの林コースに多かった。

チョウ類全体としては、 1kmあたりの個体数を比較すると、クヌギの林コース

で7月80頭、 8月160頭よ、最も多く、コナラの道Aコースで7月14頭、8月

6頭、コナラの道Bコースでは7月9頭、 8月4.5頭と少なかった。

チョウ類は市民にも、大きさや色などで区分けすることで、ある程度の調査が

可能である。チョウ類の出現パターンをより詳しく調べることで、市民がモニタ

リングする際の指標種とすることが可能であると思われる。しかし、今回の調査

では、ボランティアが管理しているクヌギの林に、暗い場所を好むジャノメチヨ
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ウの出現が多く、指標種としての難しさを感じる。しかし、同一場所でのモニタ

リング指標としては使える可能性もあり、今後さらなる調査、解析が必要と思わ

れる。

2. 鳥類

種数が最も多かったのはコナラの道Aの調査コースで 13種、次いで、コナラの

道Bコースの 11種で、あった（表4、5）。最も少なかったのは生態園コースの4

種、次いでヘイケボタルの湿地コースと炭小屋コースの8種であった。生態園コ

ースでの出現種数が少ないのは、調査コースの長さが62mと、極端に短いためだ

と考えられる。

1 kmあたりの個体数が最も多かったのはクヌギの林コースの 72羽、次いでヘ

イケボタルの湿地コースの62.2羽、最も少なかったのは炭小屋コースの23羽、

次いでコナラの道Bコースの 36.1羽であった（表5）。

多様度（Hs）が最も高かったのはコナラの道Bコースの 1.016、次いでコナラ

の道Aコースの 0.984であった。多様度が最も低いのは生態圏コースの 0.540、

次いでヘイケボタルの湿地の 0.680であった。

以上のことから、冬期、コナラの道は、鳥類の密度は低いが種数が多く、多様

度も高いことがわかった。また、自然観察センタ一周辺のヘイケボタルの湿地や

生態園は、鳥類の種数は少なく多様度も低い、現在友の会ボランティアによって

林の管理がされているクヌギの林では、鳥類の密度は高いが多様度は低いことが

わかった。

今後、繁殖期の鳥類についても、管理後にモニタリングできるよう、管理前の

現状を調査しておく必要がある。
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